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概要 

家畜のトレーサビリティシステムは、従来から精肉として流通・消費される牛や豚に対して行われていた。しかしそれ

らは、生産過程や流通過程における、ごく一部の限られた経路での仕組みであった．また、育種や乳生産加工など各分野

の ICT 化の取り組みはこれまでも実施されているが、各システム間の互換性が乏しくその連携はほとんど行われていな

いのが現状であった．また、ＲＦＩＤタグを用いた家畜管理システムに関する研究では、家畜の個体管理を行うシステム

が提案されている。この研究では、そのためのプラットホーム作りに関して、技術的に詳細の説明されている。しかし、

データを収納するデータベース設計のポリシーは従来型の集中管理方式であり、それを勘案すると拡張性に乏しいと思わ

れる。すなわち、データ項目やデータ量が増大した時の対応に関する記述がなされていない。このように増殖するビッグ

データの取り扱いには、クラウド技術が不可欠となる。また、従来では、一部の外国メーカーによる寡占に近い状態であ

り、導入が非常に困難であり酪農分野における ICT 化の進行の大きな阻害要因になっている。以上のことを勘案し、本

研究で提案するシステムでは、特に、端末間の通信規格を統一するとともに、データベースの設計情報を公開することを

基本的設計理念とする。すなわち、オープンなシステムを構築することにより、小規模業者の新規参入および公正な競争

を促し、関連デバイス、ソフトウェアの価格低下を実現し、普及を図るものである。これにより、家畜生産・流通・消費、

そしてデータの活用を統合化した新たなビジネスモデルの構築を目指す。また、このシステムは、山羊、牛、豚、鶏など

の家畜に対しても拡張可能であるため、斬新な家畜飼育管理システムが実現できる。 

 

１．まえがき 
ＢＳＥや口蹄疫などの家畜感染症の発生などにより、家

畜のトレーサビリティーシステムが相次いで構築された。

しかし、アジア地域に目を向けると地域の特性に適合した

システムの構築が求められている。また、トレーサビリテ

ィーシステムと生産者の支援を行う情報管理システムの

統合は未だに不十分である。そこで我々は、山羊をモデル

家畜として家畜生産に関係する種々の情報を自動で収集

し、それを活用するシステムの開発を実施した。 

1-1. Pinza Cloud プロジェクトの概要 

Pinza Cloudプロジェクトでは、畜産に関係する様々な

関係者が情報を共有し、その情報を科学的な解析や、消費

者への情報公開に活用しようすることを目的としている。

本プロジェクトでは.沖縄での飼育が盛んで、アジア地域

において重要な家畜として位置づけられている山羊を対

象家畜としている。 

プロジェクトのコードネームである PINZAは「Perfect 

INformation Management system for Zoological 

Analysis」（畜産学に基づく科学的分析を実現する完全な

情報管理システム）の頭文字を取り、プロジェクトの目標

を表現している（図 1）。また「ピンザ」は沖縄の中でも

山羊の飼育、食文化が盛んな地域のひとつである宮古島地

方における方言で山羊を意味する言葉でもある。 

PINZA CLOUD PROJECT とは

Analyze 
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IN
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A
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Information  management system for

Zoologically 

PINZA 【ピンザ】 宮古島方言で山羊の
意味，沖縄本島ではヒージャーなど

 
図 1  Pinza Cloud プロジェクト 

 

２．研究開発内容及び成果 

 本プロジェクトでは生産者の支援を実現する ICTソリュ

ーションの創造をめざし、ICT化が遅れている山羊生産農

家をターゲットとして以下のシステム構築に取り組んだ。 

2-1. 体重計測システムおよび栄養要求量計算システム 

このシステムでは、山羊の体重計測用デバイスの開発と、

家畜の栄養要求量に見合った飼料の給与による効率的な

畜産経営を実現するため、NRC 標準基準に基づき各個体

の栄養要求量を求める計算プログラムの開発を行った。 
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2-2. 泌乳量自動計測および予測システム 

山羊の搾乳作業に焦点を当て、個体ごとの搾乳量や搾乳

時間を自動的に計測し、そのデータを解析するためのシス

テム開発を行った。 

2-3. 優秀な遺伝子を持つ個体選抜システムの開発 

これまでに述べたシステムによって得られた、泌乳量、

体重などの生産管理情報と、繁殖管理システムから得られ

た系統情報をもとに、優秀な種畜を選抜するためのシステ

ム開発についても検討を行った。 

育種システムで用いる形質の情報や系統の情報（家系

図）はリレーショナルデータベースに格納し相互参照が行

えるように設計した。関連するシステムとの情報の連携を

図２に示す。 
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図２ 予測された乳量の育種における活用 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 
これまでに開発を行なってきた農家向けシステムの実

証試験に加えて、生産獣医療向けシステム、家畜疾病、特

に感染症の予防、コントロールを行うためのシステム開発

にも取り組む。琉球大学工学部と東京農工大学農学部付属

家畜感染症防疫教育研究センターでは共同研究契約を締

結しており、沖縄県内における山羊の感染症に関する疫学

調査、家畜感染症が畜産経営に及ぼす経済影響の調査を行

なっている。また，多良間村における山羊飼育の基礎的調

査と感染症の有無などの予備調査を多良間村山羊生産組

合と共同で実施している。図３に多良間村における実証試

験の構想を示した。 
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図３ 多良間村における実証試験の構想 

 

実証試験では、多良間村山羊生産組合が飼育する山羊をデ

ータベースに登録し、組合員によるシステムの検証を行う。

さらに、建設が予定されている、と畜場から得られる枝肉

成績などの情報も統合し、「たらまピンダ」のブランド力

向上に貢献することを目的としている。 

 

４．むすび 
 本研究プロジェクトの実施によってこれまで味方区で

あった畜産分野における ICT の活用という新たな分野の

開拓を行うことが出来た。しかしながら家畜感染症の流行

や TPP 時代を見据えた「強い畜産」の実現などの課題は

多い。今後も行政機関等の支援を受けながら研究を継続し

ていきたい。 
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